
：

1.

2.

4.
5.

6.

7.

3. 内　容
海上で働く女性２名の、海上の生活についての講演を聞き、その後、講師と
交流会を持つ。

実施内容

実施校

目　的
海上で働く女性講師の、海上の生活についての講演を聞き、海洋に対する新
しい認識を持ち、今後の海洋教育につなげていく。

みうら学・海洋教育研究所

作成

概要 小中学校教員
海洋教育研修会として、海上で働く女性たちの講演会
を開き、参加者と交流会を持った。

主催｢海上で活躍する女性たちを囲んで｣

〇松野氏は、数少ない女性の一等航海士として、コンテナ船やタンカーに乗り、世界の海
を舞台に活躍している。航海は6か月に及ぶこともある。
〇西川氏は、東京湾最初の女性水先人として、狭く混雑している東京湾で、大型船に乗り
込み、安全に効率よく着岸させる職人の技を必要とする仕事をしている。
〇お二人からは、自分の仕事に対する熱い思いが伝わった。なかなか知ることができない
苦労話や、やりがいを、ユーモアを交えながらお話していただいた。
○参加者の感想より　「仕事に、やりがい、生きがいをもって生きていることが分かり心
を動かされた」「魅力たっぷりのお二人に出会えたこと、感謝しています」
「実際に海で働いている方の話は迫力があり、本では得られないものだった」

参加者 小・中学校教員９名、市教育委員会職員４名、研究所職員４名

指導者 川崎汽船一等航海士　松野未沙氏、東京湾水先区水先人会二級水先人　西川明那氏

日　時 平成２８年 １０月１１日(火) １５：００～１７：００
場　所 三浦市役所第２分館　第３会合室

当日の様子
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